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定量的解析法は、最近の核医学検査の中では重

要な項目の一つである。今回、我々はSPECT

の定量`性について基礎的実験を行ったので報告す

る。

〔方法〕

１．同心円上に同一activityのＲＩを封入した円

柱のHotファントームを置き、この同心円の中

心と同一の円軌道で180度ＥＣＴと360度ＥＣＴを施

行した。180度は32ステップ，360度は64ステップ

でデータ収集、再構成後それぞれのファントームの

スライス面のカウントを算出した。これらＨｏｔ

ファントームはさらに水を満した円柱水槽の中に

入っている(Ｆｉｇｌ)。

２．さらに、同一のファトームで封入するRI

activityを１：０．６となる様な２グループに分け、

交互に配置した。ＦｉｇｌのNo.１，３，５，７に

対して、No.２，４，６，８はactivityが0.6のグ

ループである。このファントームを方法ｌと同様

にしてカウントを算出した。

〔結果〕

方法１で算出したカウントをNo.ｌで正規化し

て、Ｆｉｇ２に示す。Plainのカウント分布と３６０

度ＥＣＴのカウント分布は何様であった。これに

対して180度ＥＣＴでは、明らかにデイテクターか

ら遠位（No.４－No.８）のファントームが低値に

算出された。

方法２でのカウント分布をＦｉｇ３に示す。Ｎｏ．

１，３，５，７群とNo.２，４，６，８群のそれ

ぞれのRIactivity比は１：０．６である。Ｎｏ．２，

No.６を結ぶ線を対称としたカウント分布が得ら

れた。さらに、Ｆｉｇ４Ｆｉｇ５は、方法２において、

収集時間を変化させ、それぞれ再構成画像から、

No.２／No.１及びNo.６／No.５のカウント比と

ＳＤを求めプロットしたものである。180度ＥＣＴ

において、Ｎｏ．２／No.１はディテクターから近位

であり、No.６／No.５は遠位となる。180度ＥＣＴ

はディテクターに近いとコントラストが強調され、

遠くなるとコントラストが低下する。360度ＥＣＴ

では、どの位置でもほぼ正確にコントラストを示

している。さらに収集時間の変化に対してｍｅａｎ

のカウント比は有意に変化せず、ＳＤに変化を認

めた。収集カウントはｍａｘｌｌＯカウント／pixeL

mean75カウント／pixel以上が必要である。

〔考察〕

同一RIactivityのHotファントームより得ら

れた結果(Ｆｉｇ２)は、180度，360度ＥＣＴともに予

想された結果となった。しかし、１：０．６とactivity

を変化させた実験(Ｆｉｇ３)において、Ｎｏ．２とNo.

６のカウントの落ちこみ方が、Ｆｉｇ２とは逆の結

果となった。これについて、十分な説明がつかな

い。コントラスト比(Ｆｉｇ４Ｆｉｇ５)の結果だけを

見ると、180度ＥＣＴは、前壁側のコントラストが

良く、下壁側のコントラストが悪いという臨床と

一致するが、一連の結果を総括して十分納得出来

る説明は出来ない。今後さらに、各factｏｒにつ

いて整理し、基礎実験で明確にする必要があると

思える。
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